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　「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
海
外
で

の
生
活
経
験
も
あ
り
ま
す
。
天
草
に
来

る
前
は
沖
縄
の
黒
糖
工
場
で
働
い
て
い

ま
し
た
」
と
話
す
山
田
さ
ん
。
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
柴
田
さ
ん
と
は
沖

縄
で
出
会
っ
た
。
職
を
求
め
て
各
地
を

転
々
と
し
て
い
た
が
、
も
の
づ
く
り
と

農
業
が
し
た
い
と
、
移
住
先
を
求
め
九

州
を
旅
す
る
中
で
１
年
半
前
に
天
草

に
た
ど
り
つ
い
た
。

　「
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
開
放
的
で
と

て
も
優
し
い
で
す
ね
。
地
域
の
人
が
私

　「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
下
田

温
泉
の
帰
り
に
寄
っ
た
飲
食
店
の
お
母

さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
が
今
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
か
、
住
む
こ
と

に
お
礼
を
言
わ
れ
る
な
ん
て
。

　
移
住
の
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大
震

災
。
安
心
で
き
る
食
と
自
然
に
囲
ま
れ

た
暮
ら
し
が
し
た
い
と
神
奈
川
県
か
ら

移
り
住
ん
だ
。
あ
の
頃
は
、
安
全
な
食

材
を
求
め
て
ス
ー
パ
ー
を
巡
る
日
々
が

続
き
、
へ
と
へ
と
で
し
た
。
天
草
に
来

て
か
ら
は
、
長
男
の
ぜ
ん
そ
く
が
治
っ

た
り
、
肌
荒
れ
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
り

た
ち
の
よ
う
な
よ
そ
者
も
受
け
入
れ
て

く
れ
て
、
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
よ
く
な
る
と

言
う
こ
と
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
」。

　
以
前
は
、
毎
日
農
業
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
今
は
週
３
日
と
決
め
て

い
る
。
革
で
作
っ
た
椅
子
や
小
物
入
れ

な
ど
を
マ
ル
シ
ェ
や
ネ
ッ
ト
で
販
売
。

「
ゆ
く
ゆ
く
は
店
舗
を
構
え
た
い
」
と

話
す
山
田
さ
ん
。柴
田
さ
ん
は
、「
先
週
、

オ
ク
ラ
を
植
え
た
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔

で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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移住者の声空き家バンク制度などを活用して天草へ移住した２組を紹介

「
自
分
と
向
き
合
え
る
時
間
が
持
て
る
」

黒
沢
省
吾
さ
ん（
45
歳
）、
三
穂
さ
ん（
38
歳
）
家
族
（
神
奈
川
県
か
ら
天
草
町
へ
）

と
体
調
面
の
変
化
も
見
ら
れ
た
。

　「
天
草
は
移
住
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

充
実
し
て
い
た
し
、
地
域
の
人
や
学
校

の
先
生
、
役
所
の
人
が
親
身
に
な
っ
て

対
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
三
穂
さ
ん
。
天
草
で
は
、
自
分
と
向

き
合
う
時
間
が
常
に
あ
る
の
で
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
考

え
ら
れ
る
。「
以
前
は
思
っ
て
い
て
も

前
に
進
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で

は
や
れ
そ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
天
草
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
」

・
山
田
紘
平
さ
ん
（
33
歳
）
滋
賀
県
出
身

・
柴
田
未
央
さ
ん
（
31
歳
）
岡
山
県
出
身　
（
有
明
町
へ
）

　
東
京
の
有
楽
町
に
は
、
都
市
部
に
い

な
が
ら
熊
本
、
天
草
を
は
じ
め
、
全
国

の
田
舎
暮
ら
し
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
熊
本
県

へ
の
移
住
相
談
を
担
当
し
て
い
る
池
田

真
麻
相
談
員
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
増
え
る
若
い
世
代
の
移
住

　
移
住
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
の

た
め
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
人
は
、
昨
年

２
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
５
年

前
と
比
較
す
る
と
約
10
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
者
は
30
代
が
最
も
多

く
全
体
の
28
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お

り
、
40
代
以
下
で
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

■
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
移
住
相
談

　
移
住
を
希
望
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
は
１

つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
然
豊
か
な
熊
本
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
思
い
で
相
談
に
来
ら
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
熊
本
地
震
後
は
「
ふ
る
さ
と
」

に
帰
っ
て
復
興
の
応
援
が
し
た
い
、
生

ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
を
盛
り
上

げ
た
い
と
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
相
談

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
私
も
実
際
に
天
草
へ
行
き
、
イ
ル
カ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
見
て
感
じ
た
天
草
の
魅
力
や
感
動

を
伝
え
な
が
ら
、
熊
本
、
天
草
へ
の
移

住
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
６
２
７
３
）４
４
０
１

移
住
相
談
員
に
聞
く

▲黒沢さん夫婦と四男の晴くん
はれる

▲山田さん（左）と柴田さん（右）

▲リフォームをつづける２人の家 ▲空き家バンクで見つけた住まい

天草で見つけた
“自分らしさ”の暮らし

こ
う
へ
い

せ
い
ご

み
　
ほ

み
　
お

▲熊本県担当の池田さん

▲熊本移住セミナーのようす

　移住相談にワンストップできめ細やかに対応するため、
「天草市移住・定住サポートセンター」を４月に開設しまし
た。移住者でもある２人の移住・定住コーディネーターの
アドバイスにより、多くの移住・定住につながっています。
●場　　所：天草宝島国際交流会館ポルト２階
●開設時間：平日　午前９時から午後５時まで
●内　　容：
　①住まいの支援（空き家バンク、お試し住宅の紹介、相談）
　②就労支援（就労・起業などの情報提供）
　③移住後のフォロー（移住者の会の開催など）
　④移住・定住サイト「あまくさライフ」による情報発信 　天草は、地域の人とつなが

り、お互いに刺激を受けなが
ら“自分らしさ”の暮らしを
創り上げていける場所です。
　移住者が思い描いた生活に
近づくために、不安を１つず
つ解消し、楽しみを増やせる
よう、相談に乗っています。

移住者を全力でサポート

◀ポルト内にある
　天草市移住・定住
　サポートセンター

私たちがサポートします

▲移住・定住コーディネーター　
　荒毛さん（左）、安齊さん（右）

あらけ あんさい

ま
あ
さ

□問天草市移住・定住サポートセンター（地域政策課内）☎㉗6000



　移住後の生活には人とのつながりが大切。
移住者を中心に立ち上げた「天草市セカンド
ライフネットワーク（移住者の会）」で、移
住者どうしの交流が図られています。
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天草で見つけた
“自分らしさ”の暮らし

空き家バンク制度

セカンドライフネットワーク
安心サポート④

安心サポート①

　移住希望者を対象に一定期間の居住体験が
できるお試し滞在施設があります。
・所在地  天草市下浦町 9623‐9
・連絡先  NPO法人グリーンライフ
　　　　 あまくさ　
・電　話  0969（66）9351
・メールアドレス
　green-life@mx2.amakusa.ne.jp

お試し滞在住宅
安心サポート②

●天草市定住促進奨励金
　空き家バンク制度を利用して転入し、生活
の本拠地として３年以上定住する世帯に対し
て、奨励金を交付しています。
●空き家活用事業補助金
　購入または賃借した空き家の改修などに対
して、対象経費の２分の１以内を補助します
（100万円を限度）。ただし御所浦地域は３分
の２以内を補助（200万円を限度）。

「移住支援補助金制度」
安心サポート③

１人　￥ 2,000 ／泊（寝具
利用は￥ 700／人）部屋数：
３部屋（5人、3人、2人）
各部屋に冷暖房完備。風呂、
トイレ、ミニキッチンは共用。
利用期間：1泊～２週間程度。

１棟の家賃￥ 32,380（月額）
保証料￥60,000（入居時）
床面積33㎡～ 36㎡　
間取１DK、木造平屋建て
風呂、トイレ（水洗）、キッ
チン、冷蔵庫、冷暖房完備。
利用期間：１カ月～５年間。

■短期滞在型体験施設「かねやき倶楽部」

■長期滞在型体験施設「ダーチャかねやき」５棟

　市では、“空き家”や“空き地”の情報を移住希望者へ提供するため「空き家バンク制度」
を設けています。市内に空き家などをお持ちの人は空き家バンクに登録しませんか。

利
用
希
望
者

（
借
り
た
い
人
、
買
い
た
い
人
）

所
有
者

（
貸
し
た
い
人
、
売
り
た
い
人
）

空き家バンクへ
物件を登録

利用希望登録申し込み・
物件の問い合わせ

物件などの
詳細情報の紹介

連絡・調整

交渉・契約

天
草
市

空
き
家
バ
ン
ク

※宅地建物取引業者を間に入れて交渉・契約されることをおすすめします。

空き家バンク制度のしくみ

◀交流会のようす

【問い合わせ先】本庁・地域政策課（天草宝島国際交流会館ポルト内）☎㉗6000

　４月中旬に申請書を送付しています。まだ申請が済んでいない
人は、申請書に必要事項を記入・押印し、必要書類を添えて、同
封の返信用封筒で送付または本庁・各支所に提出してください。
※申請書が届いていない人で対象と思われる人は、担当窓口まで
お問い合わせください。

　市は販路開拓、売上拡大や、これと併せ
て行う生産性向上などの業務効率化に係る
費用を支援する「天草市中小企業者等持続
化補助金交付制度」を創設しました。
対象事業　平成30年３月末までに完了す

る事業。
内　　容　販路開拓または売上拡大につな

がる事業にかかる経費（店舗改
修費、設備購入費、広報費な
ど）の３分の２、最大で200万
円を補助します。

申込方法　７月・９月・11月・１月の１
日～15日まで。申請書と、市
内商工団体の支援を受けて作成
した事業計画書を、同団体に提
出してください。

　児童手当を受給している人は、毎年６月
中に「現況届」を提出する必要があります。
　児童手当を引き続き受給できる要件を満
たしているか確認するためのものです。
　対象者には５月下旬から現況届を送付し
ます。６月30日㊎までに提出してください。
　提出がないときは、６月以降の手当が受
給できませんので、ご注意ください。

□申□問本庁・子育て支援課（天草中央保健福
　　祉センター内）☎㉗5400

「臨時福祉給付金」

□問本庁・健康福祉政策課／各支所

□問本庁（別館）・産業政策課

支給対象　平成28年１月１日現在で本市に住民票があり、平成28年度分の市・県民税（均
　　　　等割）が課税されていない人。ただし、市・県民税（均等割）が課税されてい
　　　　る人の扶養親族や生活保護受給者などは対象外です。

申請期限  ８月31日㊍（当日消印有効）

申請はお済みですか？ まだ6,862人分の申請書が届いていません

平成29年度新規事業

天草市中小企業者等
持続化補助金交付制度

児童手当現況届の
提出は忘れずに!

添付書類
の

確認じゃ！

給付金イメージキャラクター
　「カクニンジャ」　

中小企業者の売上げUPを応援！

ボ
ク
の
分
は

も
う
出
し
て
く
れ
た
？

支給額　１人につき１万５千円
（５月16日現在）


